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■１０月２７日～１１月２３日の間に延べ１３日、「第11回
鮭川鮭有効利用釣獲調査」が行われました。本来、川で鮭を
釣ることは出来ないのですが、鮭川では鮭の生態調査などを
目的に開催されています。
期間中は京都、名古屋、東京、栃木など県内外から６８４人
の方が参加されたとのことでした。調査では鮭のウロコを採
取して鮭の年齢を調べたり、鮭の大きさや重さを測ったりし
ています。期間中は大きさが５０㎝～７０㎝、重さ２㎏～４
㎏の鮭が釣れていました。
今年は天候に恵まれた日が多く参加者は午前７時から午後２
時までの７時間釣りを楽しみました。

■釣りが終わったあと、参加者には鮭川村名産の
きのこで作ったなめこ汁が振る舞われていました。
冷えた体を温めるのに最高ですね！！ 食



〒999-5203
山形県最上郡鮭川村大字川口字鶴田野3018-4
国土交通省 新庄河川事務所 鮭川出張所 担当 柳川・小野
TEL 0233-55-3020 FAX 0233-55-3083
HPｱﾄﾞﾚｽ http://www.thr.mlit.go.jp/shinjyou/
★「みずおと」をご覧になっての感想やご意見をお寄せ下さい。
★工事現場や河川管理施設を見学されたい方は鮭川出張所までご連絡下さい。

１０月３１日(水)に山形市下椹沢地内(反田橋上流
左岸)にて平成３０年度オイルフェンス組立設置訓
練を実施しました。
平成２９年の東北地方整備局管内での水質事故の
原因は約８割が油の流失によるものです。発生時
期は灯油を使用する冬季が多く、なかでも家庭で
灯油タンクから小分け中にその場を離れるなど
の、不注意によるものが多くなっています。
当日はオイルフェンス組立訓練、オイルフェンス
横断工法設置及び吸着マットによる回収訓練、オ
イルフェンス半月工法設置及び吸着マットによる
回収訓練、水路での回収訓練を行いました。

油事故で発生した費用は原
因者の負担となります。
定期的に給油タンクの点検
を行い、給油中は絶対にそ
の場を離れないようにしま
しょう。

最上川での水質事故が
一番多いね！
みんな気をつけよう！

オイルフェンス組立訓練 水路での回収訓練半月工法設置訓練

オイルフェンス横断工法設置訓練
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水系別年別水質事故発生件数(通報件数)
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